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表 1　調査の対象資料と三字語の抽出語（異なり語数）
資料名 分野 総字数 抽出語 版本
1853《遐邇貫珍》麦都思編 雑誌 43.6万 220 香港英華書院印刷
1854《博物新編》合信著 自然科学 4.9万 52 明治 5年（1872）江戸老皀館
1857《六合叢談》偉烈亜力編 雑誌 19.5万 189 上海墨海書館印
1858《内科新説》合信著 医学 5.4万 62 安政庚申（1860）天香堂蔵版
1864《万国公法》丁韙良訳 国際法 8.1万 22 慶応元年（1865）京都崇実館
1868《格物入門》丁韙良著 自然科学 7.9万 70 明治 2年（1869）明親館蔵版
1876《格物探原》韋廉臣著 自然科学 10.6万 60 光緒 2年（1876）活字板印
1887《電学須知》傅蘭雅著 電学 1.3万 40 未詳，実藤文庫所蔵
1890《西国天学源流》王韜訳 天文学 1.9万 11 淞隠廬活字版
1890《重学浅説》王韜訳 力学 1.2万 25 光緒庚寅（1890）淞北逸民校刊
1894《全体須知》傅蘭雅著 医学 1.5万 96 未詳，実藤文庫所蔵
1896《格致質学啓蒙》艾約瑟著 物理学 5.5万 67 上海著易堂書局発兌
















N＋N V＋N A＋N N＋V／S＋V S＋N 合計
2＋1型 488（58.5） 315（37.8） 31（ 3.7） 0 0 834（85.2）
1＋2型 100（69.0） 13（ 8.9） 30（20.7） 0 2（1.4） 145（14.8）
合計 588（60.1） 328（33.5） 61（ 6.2） 0 2（0.2） 979
（　）は %




















二字語基の品詞性 内部の結合関係 語数（%） 語例 蘭学資料での比率
名詞性語基（N）
488語（58.5%）
N＋N修飾関係 381（45.7） 腸胃（病），南極（圈） 35.6%
A＋N連体修飾関係 59（7.1） 粗質（物），熱道（帯） 7.9%






V＋V並列関係 77（9.2） 寄生（枝），集議（院） 25.7%
V＋N述客関係 195（23.4） 助力（器），発光（物） 12.2%







A＋A並列関係 17（2.0） 浅斜（肌），貧苦（人） 3.5%
N＋A主述関係 7 頭痛（病），昼短（圈）
M＋A連用修飾関係 4 極楽（園），最卑（点）
A＋ N修飾関係 3 高度（機），扁圓（球）


















































（834） 662 （1語基あたりの平均造語数は約 1.26語になる）
　表 4によると，「玻璃－」を前語基とする三字語は計 21語あり，造語数が最も多い。その後に，「電
気」（10語），「吸鉄」（8語）などと続くが，全体的には，造語数の多い二字語基が少ないのに対し，





とえば，宣教師資料で，造語数 2語以上の全 99語基の品詞性を見てみると，名詞性語基 N=64
語（64.7%），動詞性語基 V=33語（33.3%），形容詞性語基 A=2語（2.0%）のようになるが，蘭学




















































































出典あり」＝ 468語（64.7%），「2字新義あり」＝ 11語（1.5%），「2字出典なし」＝ 150語（20.7%）
という四つのパターンに分類した ²。
² 蘭学資料における「3字出典あり」「2字出典あり」「2字新義あり」および「2字出典なし」といった三字






資料名 3字出典あり 2字出典あり 2字出典なし 資料別合計
1853《遐邇貫珍》麦都思編 67（28.8） 110（23.2） 18（14.2） 195（23.4）
1854《博物新編》合信著 9（ 3.9） 24（ 5.1） 7（ 5.5） 40（ 4.8）
1857《六合叢談》偉烈亜力編 66（28.3） 102（21.5） 20（15.7） 188（22.5）
1858《内科新説》合信著 27（11.6） 26（ 5.5） 4（ 3.2） 57（ 6.8）
1864《万国公法》丁韙良訳 8（ 3.4） 10（ 2.1） 2（ 1.6） 20（ 2.4）
1868《格物入門》丁韙良著 14（ 6.0） 28（ 5.9） 14（11.0） 56（ 6.7）
1876《格物探原》韋廉臣著 14（ 6.0） 29（ 6.1） 10（ 7.9） 53（ 6.4）
1887《電学須知》傅蘭雅著 2（ 0.9） 13（ 2.7） 19（15.0） 34（ 4.1）
1890《西国天学源流》王韜訳 5（ 2.1） 4（ 0.8） 1（ 0.8） 10（ 1.2）
1890《重学浅説》王韜訳 3（ 1.3） 6（ 1.3） 0 9（ 1.1）
1894《全体須知》傅蘭雅著 10（ 4.3） 43（ 9.1） 13（10.2） 66（ 7.9）
1896《格致質学啓蒙》艾約瑟著 4（ 1.7） 41（ 8.7） 12（ 9.4） 57（ 6.8）
1896《身理啓蒙》艾約瑟著 4（ 1.7） 38（ 8.0） 7（ 5.5） 49（ 5.9）
出典有無の合計 233（27.9） 474（56.9） 127（15.2） 834


















































































































































も 1語基だけにとどまる。また，蘭学資料では，造語数 5語以上の一字語基が全語基数の 34.0%
（35語），造語数 5語以下の一字語基が 66.0%（68語）をそれぞれ占めているが，宣教師資料では，
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Abstract
Zhu (2001) studied how words consisting of three Chinese characters were used in the written 
documents of Dutch studies in Japan in the 18th and 19th centuries. Building on this previous work, 
this paper analyzes the usage of three-Chinese-character words in thirteen kinds of documents 
published by missionaries in China from 1853 to 1896. By comparing the data in China with the 
corresponding data in the Dutch studies in Japan, this paper points out similarities and diff erences 
between Chinese and Japanese with respect to morphemes, word formation patterns, etc.
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